
NO. 種　目 時間 演目　（曲目） 団体名及び演奏内容紹介 人数 時間(分)

1 大正琴 9:30
①かあさんの歌
②高遠さくら路

【琴伝流碧美会】
私達碧海会は、月１回集まって小林美菜子先生のご指導の
もと、大正琴の合奏練習をさせていただいております。今日
は、どなたもよくご存じの懐かしい「かあさんの歌」、これは
昭和33年に発表された曲です。そして、２曲目の「高遠さくら
路」は、今から４年前に発表されたご当地ソングとして有名
な曲です。どうぞ、ご一緒に口ずさんで下さいませ。

8 15

2 箏曲 9:45
①夕やけ小やけ
②秋のうた
③岬の灯台

【和箏会】
①夕焼け小焼けで日が暮れて山のお寺の鐘が鳴る　お手
て繋いで皆帰ろ　カラスと一緒に帰りましょう　子供が帰った
後からは丸い大きなお月さま　小鳥が夢を見る頃は　空に
はキラキラ金の星
②秋を歌った里の秋を、第二筝の分散和音で第一筝の旋
律と美しく調和して、静かな秋の風物詩を奏でています
③風と波とを友にして立つ岬の灯台の、ものさびしい情景を
二重奏にした無唱歌です

5 13

3 詩吟 10:00

①心に太陽をもて
②俳句柿食へば
③徳川家康公遺訓（人の一生
は）

【福釜詩吟クラブ】
①「心に太陽をもて」は、ドイツの詩人ツェーザル・フライシェ
レンの詩を山本有三が翻訳し、昭和１０年に発表されたもの
です。②「柿食えば」は子規作。③「徳川家康公遺訓」は、先
人の教えとしてわたくしたちの心に響くのではないでしょう
か。

2 15

4 ハーモニカ 10:15

①ミッキーマウスマーチ
②大きな古時計
③証城寺の狸囃子
④線路は続くよどこまでも

【西部ハーモニカサークル】
西部福祉センターのハーモニカ講座修了生を中心に結成
し、郷愁をさそうハーモニカ独特の音色にひかれ、なつかし
い曲を織りまぜ練習しています。未熟な演奏ですが、ご存じ
の曲はご一緒に口ずさんでください。

11 15

5 三河万歳 10:30 三河御殿万歳

【榎前町三河万歳保存会】
新春に鶴と亀が訪れて、家を建てる柱に神々を呼び込み、
そこへ七福神がきてにぎやかに祝うことが歌われます。大
夫は扇を手にして中央に、才蔵は鼓を持って左右に２から３
人ずつ並び、ともに笑顔で演じます。

5 15

6 フラダンス 10:45

①小さな竹の橋
②フラティーズ
③カイマナヒラ
④オハイアリ　イ　カルヘア

【アロハ・ナニ・安城コアリ】
毎週、西部福祉センターでフラダンスのお稽古をさせていた
だき本当に感謝しております。まだまだ未熟ではあります
が、新たに高棚でピリナというフラダンスチームができて１年
目。子どもさんの手のかかる時期ですが、若いお母さん達
頑張っています。ベテランも若い時に戻って胸ワクワク。子
どもさんも連れてきて一緒に楽しく踊っています。高棚町内
会での練習日は、第２第４土曜日午前１０時からです。お時
間があれば、一度見に来てください。

26 20

7 詩吟 11:05
自訟
月夜荒城の曲を聞く

【高棚二部吟友会】【高棚吟友会】
高い山に登ると天下などまことに小さいものだと自ら意気盛
んなことを誇る。しかし、更に上を見れば一層高い山が立ち
ふさがる。仰げば仰ぐほどひときわ高くそびえている。世の
中これで良いということはない。満足してしまってはそれで終
わりなどである。

13 10

8 日本舞踊 11:15
①あなたに幸福を
②さのさ節
③女の一生～汗に花～

【心思踊西華流安城教室】
心思踊西華流は全国、北海道から九州まで教室がありま
す。安城教室は、日本舞踊を通し、地域の人々と交流を計
り、礼儀作法を身に付け、まわりの人々に対する思いやり感
謝の心を忘れず、日々練習に励んでいます。

5 20

9 着付け 11:35 ゆかたの着装・基本稽古

【和装礼法こども教室】
和装礼法こども教室では、小学校１年生から高校生まで現
在４７名の方が参加しております。低学年はゆかたの着装
に、へこ帯・半巾帯。５年生では袴、６年生以上は美容姿を
使い、変わり結びを練習しておりす。着物の着装だけではな
く、立ち方、座り方などマナーにも力を入れております。

45 40

西部地域まつり　第１9回芸能まつりプログラム

                                                     開演：令和5年11月26日（日）午前9時30分

会場：西部福祉センター２階　集会室　　　


